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1.は じめ1ひ 陛 、』藩 気

コンピュータが誕生 してか ら、およそ50年

が経過 しているが、図書館に初めてコンピュー

タが導入 されたのは1970年 代のことである。

図書館 におけるコンピゴニタ導入の目的は、

当初、貸出 ・返却業務や図書の受発注など、

いわゆる図書館業務機械化のためであった。

その後、情 報化社会の発展 とともに、現在で

は多 くの図書館でコンピュータの導入が進み、

効率化 と同時に利用者へのサー ビス向上が図

られてきた。書誌情報 に関 してもCD-RO

M検 索やOPAC(OnlinePublicAccess

Catalog)が 普及 し、それまでのカー ド目録

による検索に比べ、キーワー ド検索が可能に

なるなどの自由度が広がったことで、従来型

カー ドの制約を受けない柔軟な情報検索が可

能 になって きている。またネットワークの発

展 によって学術情報センターなどの外部機関

や他の図書館 との連携が進み、自館内にはな

い外部の情報を入手す ることができるように

なっている。1990年 代中頃か ら急激に広 まっ

たインターネットによって、一般の人々がネッ

トワークを通 じて自由に情報の交換や発信を

行 うことが可能にな り、電子化された様々な

コンテンッが、現在ネット間を流通 している。

このインターネットの普及 によって、電子図

書館の可能性は一段 と現実的なもの になり、

現在それに向けてのいろいろな実験プロジェ

ク トが動いている。

このような時代背景の中で、当然のことな

がら今後の図書館のあり方は、 コンピュータ

ネッ トワークというものと、 これまで以上に

密接 に関わることになる。小 ・中 ・高の各学

校におけるコンピュータ設置率やインターネッ

ト接続台数 は年々上昇 しておわ、学校図書館

の中に存在するコンピュータも充実度を増 し

ながら、徐々にその役割を変化 させていくと

考えられる。

司書や司書教諭を目指す学生にとって、図

書館 とコンピュータネッ トワークの関係を理

解すること、今後の図書館が果たすべ き役割

にっいての認識を深めること、さらに法律上

発生する様々な問題や課題に対する正 しい知

識を持っことが非常に重要になって くる。本

論では司書および司書教諭課程の中で、特に

コンピュータネ ットワークと情報メデ ィアた

関わる部分を中心に、「電子図書館」、「著作

権」、および 「情報検索 とメデ ィア」 という

視点か ら考察 していくこととする。

2.電 子図書館 とコンピュータネッ トワーク

1990年 代以降、電子図書館に対する様々な
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試みが行われている。電子図書館 という言葉

の正確 な定義はいまだ定まっていない面 もあ

るが、 ここでは単純に 「コンピュータネット

ワークの もとで図書情報を検索 し、電子的に

資料を入手 ・利用できるシステムのこと」と

しておく。WWWに おけるハイパーテキス ト

や リンクの機能を使 うことにより、インター

ネ ットの世界ではすでに電子図書館の機能の

一部が実現 しているといってよい
。さらにハ

イパーテキス トの上位概念として存在する、

文字情報にマルチメディア情報を付加 した

「ハイパ ーメデ ィア」の基盤技術を活用す る

ことで、電子図書館はより現実のものへ と近

づ くことになる。

本格的な電子図書館の実現に向けて、いく

っかのプロジェク トが現在活動中である。そ

のうちの一っに 「パイロット電子図書館プロ

ジェク ト」がある。 これは国立国会図書館が

1994年 より情報処理振興事業協会(IPA)

と協力 して進めている実験 プロジ ェク トで、

次の2っ のプロジェクトか ら成 り立 っている。

①総合 目録ネ ットワークプロジェク ト

各図書館がそれぞれ所蔵 している和図書の

目録情報 を自動的に照合 ・更新 しなが ら総合

目録データベースを構築することを目的とし

た実験プロジェク トである。都道府県立図書

館及 び指定都市立図書館から書誌データの提

供を受けており、1997年11月 現在で所蔵件数

801万 件の書誌データベースが構築 されてい

る。

②電子図書館実証実験プロジェク ト

国立国会図書館所蔵の資料のうち、貴重書、

明治期刊行図書、第二次世界大戦前後の刊行

図書、国内刊行雑誌、国会審議用調査資料、

憲政資料、出版者提供資料など約1000万 ペー

ジにわたる資料を電子化することで、電子図

書館 と しての実用性を検証する実験 プロジェ

クトである。評価実験はイ ンターネ ット上で

モニターを募 って行われている。

他の電子図書館プロジェクトとしては、学術

情報センターが実施 している 「NACSIS-

ELS」 などがある。 これは各学会が発行 し

ている論文等の文献を電子化 した もので、 タ

イ トル、著者名、キーワー ド等を検索語 とし

て検索を行い、論文全文を読むことがで きる

よ うになっている。1999年3月19日 現在にお

ける収録数 は75学 会227タ イ トル とな ってい

る。

理想の電子図書館に向けた実験 プロジェク

トに対 して、小 ・中 ・高の学校現場における

図書館は予算規模 たおいて も、また人的資源

において も厳 しい面があるのが実情であろう。

学校のパソコン設置台数が徐々に増え、イ ン

ターネ ット接続に対する整備が進んでいくに

しても、それ らはまず教科全体で共通的に利

用できるような置 き方で考えられてい くはず

である。実際問題 としては、図書館専用のパ

ソコン端末がす ぐに充実 してい く状況 は考え

に くいことか ら、学校が電子図書館化するの

はかなり先の話であろう。 したが って学校現

場の場合、図書の有効利用に関 しては、 より

現実的な側面か らの対応を考えていかなけれ

ばならない。その一っは他校あるいは地域 の

公共図書館との連携である。コンピュータの

ネットワークを利用 して 目録情報を共有する

ことで(こ れは電子図書館の考え方である)、

たとえ一校ずっでは限 られた予算であっても、

複数の図書館で相互貸出制度が確立できれば、

図書資料の有効利用が可能になる。

もう一っの対応はイ ンターネットを活用す

ることである。文部省の1998年12月 時点の報

告書によれば2001年 までに小学校 を含めたす

べての学校 に対 してイ ンターネッ ト接続され

るよう整備計画が立て られている。学校 の中

にイ ンターネ ット接続 されたパ ソコンが増え

てきて、生徒が常時イ ンターネッ ト利用で き

るようになれば、仮に必要な本その ものが手
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に入 らなかったとしても、それに変わる情報

をイ ンターネット経由で入手することが可能

になる。 もちろんインターネットは、情報の

質 という点でいえば玉石混淆の世界であるか

ら、 自分が求あている情報を正 しく探 し出 し

てい くためにはそれなりのノウハウが必要で

ある。学校現場において、インターネットの

利用が恒常化 していけば、今後、司書教諭 に

求められる要素の一っとして、「インターネッ

ト上に存在する膨大な情報を有効活用できる」

という技術が要求 されることは、当然考えて

おくべきことである。

3.学 校現場における著作権の扱い

電子図書館を語 るときに、必ず出て くるの

が著作権の問題である。著作物は著作権者 の

許諾なしに複製す「ることはできないが、図書

館資料の複製や、教育現場における著作物 の

コピーなど、著作権法の中に複製に関 して一

部認められている特例があり、学校現場や図

書館においては、著作権の扱いを正 しく認識

してお く必要がある。

著作権法第1条 をみると、その目的は 「著

作者の権利を定め、文化的所産の公正な利用

に留意 し、 もって文化の発展に寄与すること」

となっている。 したがって著作権者に対 して

その権利保護を図 るという側面と、文化の発

展が妨げられないよう一定の制限を著作権者

に対 して求めるという側面の両方を併せ持 っ

ているといえる。

例外的に認め られている複製の一っが第31

条 「図書館等における複製」である。 ここで

の要点は三点あり、第一に 「利用者に対す る

一人一著作物までの複製」、第二に 「図書館

自体が資料保存のために行 う複製」、第三に

「他の図書館 との相互貸借を目的とした複製」

である。 しか しこれ らは当然のことなが ら、

無条件に複製を許可 しているという意味では

ないこと、 また基本的には従来型の 「建物の

中に本が所蔵 されている図書館」を想定 した

ものであることか ら、ネ ットワークによるア

クセスやデジタル書籍を扱う電子図書館 に対

して、そのまま適用できるという意味ではな

いo

デ ジタルデータは 「複製が容易 に行える」、

「複製物 はオ リジナルと完全同一 になる」、

「ネ ットワーク上で同時複数伝送が可能であ

る」などの特性を持 っている。デジタル書籍

を読むという行為はほとんどの場合、データ

の複製 と同義であるといえることか ら、 デジ

タル型著作物の取 り扱いについては丶著作権

法上に大 きな問題を含んでいるといえ る。従

来型図書館では、「本を借 りる」 ことは無料'

であったが、貸 し出 しや閲覧の都度データの

複製が発生する(と 考え られる)電 子図書館

では、著作権法からみて も料金の徴収 は避け

て通れない議論であろう。本論では触れない

が、数例の課金 システムの研究が、具体的に

進められている。

著作権法第35条 では学校現場における著作

物の複製を認めている。 この場合 も無論、無

条件で複製ができるという意味ではない。複

製が認め られるのは次の5っ の条件をすべて

満たした場合に限 られる。

①授業を担当する教員がコピーすること。

②授業の過程で使用すること。

③必要最小限のコピーであること。

④公表 された著作物であること。

⑤著作権者の利益 を不当に侵害 しないこと。

この第35条 があることか ら、学校現場での

著作権 に対する認識が甘 くなり、教育 のため

ならばコピーが許されるという間違 った解釈

が されている場合がある。特にコンピュータ

ソフトウェアの不正 コピーについては以前か

らその問題が指摘されていた。著作権法上は

プログラムも著作物であ り、授業で使用する

という理由で市販のソフ トウェアをコピーす

ることは、上記⑤に反する明 らかな著作権法
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違反である。

その他、一定の条件の下に複製が認められ

るケースとしては、第33条 「教科書等への掲

載」や第36条 广試験問題としての複製」があ

る。 また学校現場に限 らなければ、第30条

「私的使用のための複製」や第32条 「引用」

なども著作者の利益を侵 さない範囲で著作権

を制限す るための条文である。

イ ンターネッ トが発展 し、現在ではホーム

ページを通 して他人の著作物が簡単に入手で

きるようになってきている。また逆に自分自

身がホームページか ら情報を発信すれば、そ

の時点で自動的に著作権者 となりうる時代で

ある。サイバースペースにおける電子的な交

流では、著作権の問題が密接に関わっている

という認識を、今後は絶えず持 ってお く必要

がある。図書館学課程の改訂によって、カ リ

キュラムの中にコンピュータ演習の要素を含

む科目がかなり入 っている。たとえば 「情報

メディアの活用」や 「情報検索演習」ではイ

ンターネ ットやホームページをフルに活用 し

て授業を行 うことが想定される。 このような

意味か らみて も、著作権や著作物に対する正

しい知識について十分な指導が必要であると

考えられる。

4.情 報検索の形態

次に 「情報検索」 ということにっいて、そ

れがどのようなものであるか、 また情報検索

と授業 との関わ り方にっいて、少 し広い意味

で考えてみたい。

大量 に存在する情報をコンピュータで検索

したり、抽出 したりす ることができるように、

データを体系的に整理 ・組織化 したシステム

の ことをデータベースという。図書館 にお け

る書誌情報は、データベースシステムとして

活用す るのに適 した代表的な例の一っであ る。

さまざまな情報が電子化され、 コンピュータ

上のファイルとして記録されている現在、書

誌情報 に限 らず 「あらゆる情報資源の中か ら

的確に情報を検索できること」 さらに 「検索
う

結果に対 して情報の有効な利活用ができるこ

と」が求め られる時代になっている。当然の

ことながら、 これらは司書および司書教諭に

対 して も要求される必須の技能であり、前述

した科目が履修要件になるなど、 カ リキュラ

ムの中で も対応がはかられている。

ここでいう情報検索 とは、電子 ファイルと

して記録された情報に対 しコンピュータを利

用 して検索す ることである(デ ータベースシ

ステムはコンピュータ上に構築されているの

が普通であり、検索時にコンピュータを利用

するのは当然の ことではある)。 この情報検

索の方法 には、大 きく分けて二つの形態があ

る。一っ は他のコンピュータやネ ットワーク

への接続を行わず、 自分自身のコンピュータ

内に存在するデータベースを検索する、いわ

ゆる 「オフライ ン検索」である。CD-RO

Mを 利用 したデータベース検索などがこれに

当たる。 もう一っはネットワークを利用 して、

外部に存在するデータベースから情報を入手

することを目的とした 「オンライ ン検索」で

ある。文字を中心 としたコマンドベースのオ

ンライン検索は、パ ソコン通信の世界では比

較的以前から実現されていた。最近ではイン

ターネットのホームページ上か らデータベー

スに アクセスで きるようなオ ンライ ン検索

(Web検 索)も 登場 しており、インターフェー

ス もコマ ンド中心か ら、グラフィカルでわか

りやすい方式へと変化 している。また無数に

存在す るホームページそのものを一っ の情報

源 と考えれば、ホームページを検索す ること

自体が一種の情報検索であるという見方 もで

きる。上記の 「オフライン検索」 と 「オンラ

イン検索」 にっいて、利用するメデ ィアの特

性 という視点か ら次に取り上げてみる。
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5.電 子メディアの活用

(1)CD-ROM検 索

オフライン検索の場合、データベースの提

供媒体 として現在ではCD-ROMを 利用す

るが一般的である。 データ量にもよるが、マ

ルチメディア百科事典のようなケースでは、

CD-ROM1枚 にデ「タベース全体が記録

できず、複数枚になって しまうことも最近で

は見受けられる。将来的にはより記憶容量の

大 きなDVDな どへ移行 していくのであろう

が、 ここではCD-ROM検 索 ということに

ついて話を進あることとする。

現在のパ ソコンにはほとんど例外な く、C

D-ROMド ライ ブが装備 されているため、

データが蓄積 されたCD-ROMと 専用の検

索ソフ トがあれば、手軽 に情報検索が利用で

きる。「オ フライン検索」では外部へのネッ

トワーク接続を行わないことか ら、通信状態

と利用料金に気を使わな くてよいという点が

最大のメリットになる。すなわち接続設定に

関する手間が必要 なく、回線のスピー ドや混

雑具合を気にすることもな く、また回線使用

料やデータベースアクセスに対する課金 も二

切必要ない。 したがって特にデータベース検

索 の初心者が、「検索の練習をする」 という

使 い方をする場合 に適 しているといえる。慣

れるまで繰 り返 し練習ができるとい う意味で、

「情報検索演習」 などの授業に利用すること

も有効な方法である。

逆にCD-ROM検 索の欠点は、タイムリー

な情報の入手ができない(ま たは困難である)

ということである。一度CD-ROMに 焼 き

付 けられた情報は書 き換えることがで きない

たあ、常に同 じ情報の中か らしか検索ができ

ない。新 しい情報を得るためには内容が更新

された別のC.D-ROMを 入手 しなければな

らないため、日々更新されるような情報が必、

要な状況においては、 オフライン検索では基

本的に対応ができない。製品化 されているC

D-ROMデ ータベースの場合でも、更新の

頻度 は数 ヶ月に1回 程度 というのが普通であ

る。 したがって、CD-ROMデ ータベース

は最新情報の入手を主目的 とするような検索

には適さない。 これ らの意味からも、司書課

程 における 「情報検索演習」のように検索操

作 自体 が目的であるような授業用教材 として

利用するのに向いているといえよう。

情報検索を行 うことがで きる市販のCD-

ROMに は非常に多 くの種類があるが、 その

一部を下記に示す
。

「情報検索が行えるCD-ROMの 例」

①J-BISC(日 本図書館協会)

国立国会図書館の日本全国書誌

JAPANMARCのCD-ROM化

②CD-BOOK

日外アソシエーツ作成の書誌情報データベー

ス
③CD-HIASK

日外 アソシ土一ツ作成の朝 日新聞記事の全

文データベース

④エンカルタ総合大百科

マイクロソフト社のマルチメディア百科事

典

⑤世界大百科事典

日立デジタル平凡社のマルチメディア百科

事典

⑥広辞苑(岩 波書店)

⑦CD-ROM版 情報検索の演習

授業や講習会などで情報検索を行 うための

練習用 に作成 されたデータベース(日 外ア

ソシエーツ)

一般にデータベースは格納されている情報

の量や質 そのものに価値があるたδ6、1枚 の

CD-ROMが 非常に高価格になるよ、うな製

品 も多 く見受けられるが、検索操作習得のよ

うな授業での利用を目的とし、情報量を少な
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く抑えた廉価版CD-ROMな ども出ている。

なお実際には、検索を行 う際に専用の検索

ソフトが必要になるが、CD-ROMデ ータ

ベースの場合、1枚 のCD-ROMの 中に検

索 ソフ トが含まれているタイプと、CD-R

OMは データ部分のみで別途検索 ソフ トを準

備 しなければな らないタイプのものと2種 類

の形式がある。

(2)オ ンライ ン検索

ネッ トワークを利用 して、外部にあるデー

タベースを検索するのが 「オ ンライン検索」

である。オ ンライ ン検索ではパ ソコンのほか

に、接続す るための通信機器や回線 といった

通信設備、さらに通信を行 うための専用 ソフ

トウェアが必要になる。

オンライン検索の利用方法 にはい くっかの

形態があるが、大別すると次 の二っに分ける

ことができる。一っはデータベースの提供者

か らユーザIDと パスワー ドを取得 し、主 と

して電話回線を利用 してデータベースにアク

セスす る方法である。以前か ら行われていた

商用データベースに対するオ ンライ ン検索は、

ほとんどがこの方法である。 もう一っはイン

ターネットのホームページを利用 して検索を

行 うものである。インターネッ トの発展とと

もに、ウェブ上で検索可能なホームページが

かな り増えてきている。インターネットへの

展開は後で述べることとして、 ここでは 「従

来型オ ンライン検索」にっいて考えてみたい。

このタイ'プはオンライン検索の形態 として

は比較的歴史があり、利用者 は電話回線とモ

デムおよび通信ソフトを準備することで外部

データベースへのアクセスが可能となる。ほ

とんどの場合、データベース提供者に対 して

事前の利用申請手続 きが必要であり、オ ンラ

イ ン検索を利用する際にはユ7ザIDと パス

ワー ドによる認証確認が行われる。必要な料

金は、通信費である電話代に加え、データベー

スシステムに対する使用料が課金 される。料

金体系には固定制 と従量制 とがあ り、従量制

では 「1分 い くら」 という具合に時間に対 し

て課金されるケースや 「検索結果1件 いくら」

というように処理件数や検索回数 に対 して課

金されるものもある。また情報の質によって

料金を設定するケースもあり、たとえば概略

の一覧は無料だが詳細情報 は有料 とする場合

や、見出しと全文 とで料金に差をっけるなど

様々なケースがある。

ホス トコンピュータとのや りとりは文字を

中心 とした対話形式で行 い(コ マ ンドまたは

メニュー方式 のどちらかであることが多 い)、

あらか じあ決あ られた方式で検索条件を入力

することで検索結果が返 される。検索処理 そ

のものはホス ト側で行われるため、利用者が

自分で検索 ソフ トを準備する必要 はないが、

データ送受信のための通信 ソフ トが別途必要

となる。

学術情報、図書館情報、人物情報、政治 ・

経済情報、新聞記事など目的に合わせて利用

で きるデータベースには様々な種類がある。

代表的なデータベースの一部を下記 に示す。

①NACSIS-IR

学術情報センターが提供するデータベース

で、様々な学術論文、学会発表情報、文献索

引、図書の目録所在情報などを検索すること

がで きる。

②NICHIGAI-ASSIST

日外アソシエーッが提供する商用データベー

スで、人物 ・人材情報、図書内容情報、雑誌

記事情報、賞 ・受賞情報、技術用語情報など

がある。

③G-Search

ジー ・サーチ社が提供する商用データベー

スで、新聞記事、企業情報、人物情報など広

範囲な情報を提供 している。

④DIALOG

アメ リカの商用 データベースで世界最大規
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模といわれており、取り扱っている情報もニュー

ス、 メディァ、産業、政治、経済、科学技術、

環境、 エネルギー、医学、食物、社会科学な

ど広範囲にわたっている。

⑤JOIS

科学技術情報事業本部(JICST)が 提

供する科学技術に関する研究論文や文献情報

に関す るデータベースである。

⑥PATOLIS

日本特許情報機構(JAPIO)が 提供す

るデータベースで特許 に関す る情報を検索す

ることができる。

上記以外 にもオンライ ン検索ができるデー

タベースはいろいろあるが、いずれ もアクセ

スを行 う場合には、まず利用登録を してユー

ザIDと パスワー ドを取得することが必要に

なる。またこれらのデータベースはゲー トウェ

イと呼ばれるネットワーク相互利用のサービ

スを行 っていることが多 く、一っのユーザI

Dを 取得することで他 のデータベースシステ

ムへの検索が可能になったり、 または他 のオ

ンライン検索を利用する上で何 らかの特典が

っいたりすることがある。たとえば 「NAC

SIS-IRに 登録 しているユーザはJOI

Sの データベごスを割引料金で検索できる」、

「ニフティなどめパ ソコン通信の利用者はそ

の会員IDに よって、NICHIGAI-A

SSISTやG-Searchの データベー

スにアクセスできる」などである。

司書課程における 「情報検索演習」の授業

項目の中には、 これ ら外部 データベースに対

するオ ンライン検索 も含まれているが、授業

現場で全員に検索の演習をさせることにはい

くっかの点で困難な面がある。その理由の一

っはユーザIDの 問題である。オ ンライン検

索の際にはユーザIDと パ スワー ドによる認

証が行われるが、授業の受講者全員 に異なる

ユーザIDを 準備する(す なわち学生全員 に

利用 申請をさせ る)こ とは現実的で はない。

一般には教員または学校が登録 した
、 ある限

られたユーザIDを 使用 して検索操作 を行 う

ことになる。そのため受講者が各自で検索 し

て確認するというよ りも、「他の人が検索す

るところを眺めている」 という状態になりや

すい。

もう一っの問題 は課金である。当然の こと

なが ら、商用のデータベースは情報を提供す

るためのものであり、検索の練習や操作自体

が目的ではない。 したが って検索操作そのも

のを教えることが目的でアクセスすることは、

検索本来の目的からみれば料金の無駄である。

接続時間で課金される例で考えれば、仮 に1

コマの うち60分間をアクセスしたとす ると、

400円/分 の使用料が必要なデータベースに

おいては1回 の授業当たり2万4千 円かかる

計算になる。利用料金はいろいろであり、 もっ

と高額のデータベースもある。(も ちろん、

もっと安い料金設定のデータベースも多数あ

る。 また時間方式の課金だけではないため、

たとえばNACSISrIRの 目録所在検索

のようにデータベースを1回 呼び出すたびに

一定額を課金される方式を利用すれば
、同一

データベースに対 して学生が交代で何回検索

して も料金は固定 というケースもあり得る。)

さらに、接続にモデムと電話回線を使用 し

ている場合には、 これ以外に電話料金力泌 要

になる。 いずれに しても授業現場において こ

のようなオ ンライン検索を全員 に実習 させる

ことは、費用負担の面か らも困難であるとい

え る。.

6.イ ンターネ ッ トへの展開

イ ンターネットのWWWブ ラウザを利用 し

てウェブ上で検索することができるページが、

最近急速 に増えている。これらのデータベー

スもほとルどが有料であるか、中には機能の

一部を制限する等の条件を付けて、あるいほ
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「試行段階での公開」 といった設定で無料 に

てオンライ ン検索を提供 しているサイ トもあ

る。前項の 「従来型オンライン検索」で紹介

したデータベースについて も、現在ではその

ほとんどがウェブ上での検索が可能になって

おり、一般的にいえばコマ ンドベースに比べ

て、 グラフィカルな画面 になり操作性 も向上

している。ただウェブ検索であっても、有料

データベ「スに関する限 り、ユーザIDと パ

スワー ドが必要であ り、検:索時に使用料が課

金される訳であるか ら、環業で全員一斉に検

索を演習させるとい う点では、従来型オ ンラ

イ ン検索 と基本的に同 じ問題が発生す る。

(ただ しLAN環 境の教室か らイ ンターネッ

トを利用する場合 は通話料 としての電話代は

不要である。)

したがって授業でウェブ検索を しようとい

う場合は、無償でアクセスできるページを利

用する方が現実的であるし、またそのような

ホームページは現在多数存在す る。下記に示 『

すサイ トは、図書館学課程の授業で図書情報

の検索に利用可能と考えられるページの一例

である。

①NACSI馳SWebcat

http://webcat.nacsis.ac.jp/webcat.htmI

学 術 情 報 セ ン タ ーが 提 供 す る大 学 図 書 館 等

の 総 合 目録 デ 」 タベ ー ス で あ る。 図 書 及 び雑

誌 の 目録 を タ イ トル 、 著 者 名 、 出 版 者 、 出版

年 等 か ら検 索 す る こ とが で き る。 試 行 的 に運

用 して い る た め、 現 在 の と ころ ユ ー ザ登 録 は

不 要 で あ り イ シタ ー ネ ッ トに接 続 され た パ ソ

コ ンで あ れ ば 誰 で も無 料 で 利 用 で き る よ う に

な っ て い る。 この こ とか ら授 業 で 図 書 目録 の

検 索 を す るの に適 した ペ ー ジ の 一 っ で あ る。

②TRC図 書 館 流 通 セ ン タ ー

http://www.trc.co.jp/index.asp

(株)図 書 館流 通 セ ン ターが 提 供 す る検 索 ペ ー

ジで 、1980年1月 以 降 に 出 版 さ れ た 日本 の 新

刊 書 籍 約74万 件(1999年7月 現 在)を 無 料 で

検 索 す る こ と が で き る。 キ ー ワ ー ドは 書 名 、

著 者 名、 出 版社 、ISBN、NDC分 類 、 ジ ャ

ン ル等 で あ り、 この う ち書 名 と著 者 名 にっ い

て はAND・OR検 索 も可 能 に な っ て い る。

③ 紀 伊 國 屋 書 店

http://bookweb.kinokuniya.co.jp/

ホ ー ム ペ ー ジ上 か ら会 員 登 録 を 行 い、 会 員

に な る こ とで 図 書 の検 索 と購 入 が で き る よ う

に な っ て い る。 た だ し非 会 員 で あ って も、 出

力 件 数10件 まで と い う機 能 制 限 は あ る もの の 、

無 料 で 検 索 、(和書 、 洋 書 、 音 楽CD)が で き

る よ う に な って い る。

④ 三 省 堂 書 店

http://www.books-sanseido.co.jp/

worldshop.htm1

紀 伊 國 屋 書 店 と同 様 に ホ ー ム ペ ー ジ上 か ら

会 員 登 録 を行 い 、 その 後 に 図 書 の検 索 と購 入

が で き る よ うに な って い る。 検 索 の み を 行 う

場 合 で も会 員 登 録 の 手 間 は必 要 に な るが 、 登

録 料 お よ び検 索 に か か る費 用 は必 要 な い 。

上記のホームページはいずれも無料で図書

情報の検索ができることか ら、前述の授業で

検索を行 う場合に問題 となったアカウントと

費用の点 はクリアでき多。 しか しそれ以外に

検討すべ き問題 もある。それは検索要求に対

す る 「レスポンスの安定性」である。誰でも 『

自由に利用できるということは、登録制 とい

う形態で会員を限定 した有料データベースに

比べるとどうして もレスポ ンスの安定性が悪

くな る。(も っともインターネットその もの

が、接続状態の具合によって レスポンスは一

定にならないという特性を持 っている。)筆

者の 「情報検索演習」における授業でも、検

索キーワー ドを入力後、・数分待 っても結果が

出てこないため、結局検索を断念 したような

ケースを何度か経験 している。困ることは通

信回線の混み具合などが事前には分からない
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ため、授業が始まってから 「今 日は使えない」

ということが判明することである。オ ンライ

ン検索とい う利用の仕方 に限 らないが、現在

の段階ではインターネッ トを授業で活用す る

場合 にいっで も生 じうる問題といえる。この

ような事態 に備えたδ6、当面はインターネッ

トに関す る限り、代替授業の準備 ということ

が必要 になるであろう。

ところで、前述のサイ トは、図書情報を検

索す ることが可能 なページの例であるが、

「情報」を図書に限定せず、 もう少 し広義に

解釈すれば無数に存在 しているホームページ

そのものが巨大なデータベースであるとみる

こともできる。ただホームページはインター

ネ ット利用者であれば、現在誰で も自由に情

報発信できるメディアであるか ら、利用する

上では当然注意すべき点 もある。情報検索 と

いう視点か ら見れば、 この巨大な情報源は有

料オ ンライ ン検索で利用するデータベースの

よ うに体系的に整理 されている訳ではないg

また求めている情報がどの程度存在 し、また

その情報の質が信頼できるものであるかどう

かは基本的に不明である。それ らはホームペー

ジ作成者によって大きく左右されるか らであ

る。よ く言われることであるが、多 くの人に

とってホームページのほとんど大部分 は不要

な情報であり、情報の質 もまさに玉石混淆で

ある。 しか し現実 にこれだけの膨大な量の情

報が存在 し、その中の一部には自分に有益な

情報が含まれている可能性を考えれば、 この

巨大なメディアを有効に活用する手法を身に

っけてお くことは大 きなメ リットになる。逆

な見方をすれば、玉石混淆であることが、か

え って有益な情報を探 し出すための格好の題

材にな っているともいえる。 この意味か ら、

司書教諭課程における 「情報メディアの活用」

のような授業で、 ウェブ検索を活用 してい く

ことは非常に意味があると考える。

ホームページを探索するシステムをサーチ

エンジンなどと呼ぶが、現在無料で利用する

ことができるサーチエンジンは多数存在する。

代表的な2っ のサーチエンジンにつ いて簡単

に紹介す る。

①Yahoo!JAPAN(ヤ フー)

http://www.yahoo.co.jp/

目 的 の ペ ー ジや リ ン ク情 報 が 分 野 ご とに 整

理 され て い る、 いわ ゆ るデ ィ レク トリ型 のサ ー

チ エ ン ジ ンで あ る。 分 野 に は 「芸 術 」 「ビ ジ

ネ ス」 「政 治」 「教 育 」 「健 康 」 「コ ン ピ ュ ー タ」

… な ど全 部 で14種 類 の 大 分 類 が あ り
、 次

い で 中 分 類 、 小 分 類 、 とい う階 層 構 造 に な っ

て い る。 キ ー ワ ー ドか ら の検 索 もで き る が 、

ロボ ッ ト型 サ ー チ エ ンジ ンに比 べ ると登 録 ペ ー

ジ数 は 少 な い。 また 最 近 で は 、 自分 の 欲 しい

カ テ ゴ リーだ け を集 め た り、 画 面 を見 や す い

形 に カ ス タマイ ズで き る 「MyYahoo!」

と い うサ ー ビス も始 ま っ て い る。

②900(グ ー)

http://www.goo,ne.jp/

探 索 した い ホ ー ム ペ ー ジに 関 す る キ ー ワ ー

ドを 入 力 して 、 検 索 を 行 う ロ ボ ッ ト型 の サ ー

チ エ ン ジ ンで あ る。 ロ ボ ッ トと 呼 ば れ る ホ ー

ム ペ ー ジァ ド レス を 自動 収 集 す るプ ロ グ ラ ム

を利 用 して い る ので 、 デ ィ レク ト リ型 に比 べ

る と登 録 ペ ー ジ数 は圧 倒 的 に多 い。複 数 のキ ー

ワ ー一ドをANDやORで つ ない だ り、 日付 や デー

タ タ イ プ な どの 細 か な条 件 指 定 が で き る た め 、

検 索 の 自 由度 はか な り高 い 。

以 上 は代 表 的 な 二 っ の サ ー チ エ ン ジ ンで あ

る。 サ ー チ エ ンジ ンを初 め て 使 う場 合 は、 一

般 に デ ィ レク ト リ型 が 分 か りや す い と い わ れ

るが 、 「情 報 メ デ ィ ア の活 用 」 な どで 様 々 な

情 報 を 探 索 した り、 調 査 した りす るの に は検

索 条 件 を細 か く指 定 で き る 「900」 の 方 が

適 して い る と い う こ と が で き る。 い ず れ に し

て も、 この よ うな情報 検 索 のた め の ホ ーム ペ ー

ジを 今 後 は授 業 の 中 で 積 極 的 に活 用 して い く
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必要があると考える。

7.学 校図書館の課題

最後にもう一度話を図書館 に戻 し、学校図

書館が抱えている問題や課題をまとめておき

たい。現在、学校図書館を取 り巻 く情勢 は、

大変厳 しい状況にあるといえる。学校図書館

がそ6δ機能 を十分果た してい くたあには、単

に図書資料が整備 されているというだけでは

不十分であり、人的資源の確保 と適切な人員

配置が必要不可欠である。

学校図書館にコンピュータが導入され、資

料の電子化やマルチメディア化が進むにした

がって、情報を有効 に利活用でき、現場で適

・切な指導のできる司書教諭や専門職員が必ず

必要 になって くる。長 い間指摘 されてきた問

題点の一つに 「司書教諭の不在」があ った。

学校図書館法第5条 に 「学校図書館には司書

教諭を置かなければな らない」 となっている

にも関わ らず、附則にある 「当分の間司書教

諭を置かないことができる」という条文によっ

て、40年 以上 も司書教諭の置かれない状態が

放置 されて きた。 しか し1997年6月 の法改正

によって、ようや く2003年4月 か らは小規模

校を除 くすべての学校に対 して、司書教諭を

配置することが決定された。

司書教諭講習規程に関 して も1998年3月 に

見直 しが行われ、履修科 目の種類および単位

が改正 されている。新旧カリキュラムを対比

すると次のようになる。(カ ッコ内は単位数)

◇旧科目7科 目8単 位

学校図書館通論

学校図書館の管理と運用

図書の選択

図書の整理

図書以外の資料の利用

児童生徒の読書活動

学校図書館の利用指導

(1)

(1)

(1)

(2)

(1)

(1)

(1)

◇新科 目5科 目10単 位

学校経営 と学校図書館(2)

学校図書館 メディアの構成(2)

学習指導 と学校図書館(2)

読書 と豊かな人間性(2)

情報メディアの活用(2)

改正によって科 目数 は減少 しているが、単

位数:が増加 しており、事実上資格取得のため

のハー ドルは高 くなったといえる。 これまで

は、たとえば経験年数を生か した科 目の履修

免除措置 により、7科 目すべてを履修 しなく

て も資格の取得ができた り、また公共図書館

の司書講習科目と併用する場合 には一部の科

目が読み替え可能であるなど、科目の履修負

担が軽減されていた。 しか し今回の改正によっ

て、単位修得に対す るこれ らの軽減措置が一

定の経過期間を経た後 に廃止 される。

したがって今後は、特に司書 と司書教諭資

格 の両方を取得 しようとする者にとっては、

履修上の条件が厳 しくなることになる。 この

ことは言い換えれば、学校図書館 に必要な司

書教諭 というものの役割がより鮮明になった

とい うこと、また司書 と司書教諭の資格取得

に対する相違点を明確に打ち出したものであ

るといえる。

このように制度面の上では、司書教諭に対

す る位置付 けや学校現場で要求 される専門性

および必要性 という観点か らの改訂が実行さ

れたことになる。

司書教諭の課題 という点での別の側面 とし

て、 コンピュータネットワークへの連携 とい

うことがあげられる。本論の中でも繰 り返 し

述べてきたように、情報化の波が学校現場 に

浸透することによって、 インターネット利用

が恒常化 してい く。誰 もが自由にホームペー

ジを閲覧するようになるにしたがって、司書

教諭が果たすべき役割はいっそう重要になっ

て くる。ホームページの利用 という意味でい
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えば、当初は情報を入手するという受 け身的

な使い方をするケースが圧倒的に多いが、や

がて自分 自身の考えを積極的かっ主体的に発

信するためのッールとして利用 したいという

具合に、ユーザ側 に意識変化が生 じてい く。

この場合ユーザは、ハー ド的な面でも、また

ソフ ト的な面において も、様々な対応やサー

ビスを求めて くる。そ してそのようなときに、

学校図書館 の役割や位置付 けがいっそう明確

になるであろう。高度情報化社会に向け、小 ・

中 ・高におけるコンピュータ授業が今後 さら

に進んでい くならば、学校図書館は単なる本

の所蔵場所 という位置付けではなく、情報受

発信基地の最前線 という立場で、総合的な情

報セ ンターあるいはコミュニケーションセ ン

ターのような役割を担 っていけるのではない

だろうか。そのような場にふ さわ しい司書教

諭の育成が、今後ますます重要になってくる

と考える。
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